
防火服の改良について(第3報)
Improvement of Fire Coat (Sereis 3) 
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At the scene of fire， firemen are constarけIyexposedto danger. 

Therefore， in order to protect them from the overdose of flame and heat， it is necessary to 

develop an excellent fire coat. 

At present， zirpro.processed wool-fiber as material for fire and f1ame-proofed fire coat attr-

acts people's wide attention. 

This time， we conducted quality tests on both the existing materials for fire coat and work 

fatigues and our newly-developed zirpro-processed wool-fiber. 

We have discovered the falling point. 

L はじめに

火災現場において.熱や炎から身体を係嬢する

ために.より大きな保護効果を有する性能が要求

される。そのためには.単に防火服のみならず，

その下に着用する執務服の繊維または.生地まで

を含めた性能を考える必要があると思われる。

また，皮膚に与える膨響から奮うならば，接炎.

幅射熱等による加熱が考えられる。そこで，現在.

防火服及び執務服に使用されている各種生地につ

いて試験を行った。

2_ 目的

|坊火服に使用する生地としての必要条件に防炎

性，防熱性及びはっ水性などがある。これらの条

件をある程度満たす繊維として.ザプロ加工を施

したウール繊維が開発され脚光をあびている。そ

こで.現在.防火服・執務服等に使用されている

生地との比較を各纏鉱験をとおし実施した。

3_ 試料

試料は.表 1のとおりである。

4_ 試験の内容

試験の内容は.次のとおりである。
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表 1 防火服及び執務服等の生地一覧表

糸Iil'ぃ
レL'81l No. 試験片 混用率 倫 巧

経蹴 ふ〆

111:jj 火 II~ A 

璽日目的霊J 
30/2 総{2 会

2 防火 IJ~ B 4812 40/2 全

3 メ Jレ千ン
守山J!， 1儲潟

5.5/1 5.5/1 全
ザプロ加工

{絡を横物) Itっ水はっ油加工

4 サジ
ウ J.ω費量

36/2 3612 全
"'1'7・ロ加工

{撲も織絢) 11っ木はっ油加工

5 防火服 C
ウル 1∞%

52/2 52/2 全
ザプロ1m工

{フラノえあや瞳1 1:1っ水はっ抽加工

6 特救隊服
芳香瞳.f.'J7，ド

40/2 40/2 全
100% 

7 執務 II~ A 
ポ 'J 日テ j~ 65% 

40125 40/25 全レーヨ/' 35% 

8 執務服 B
t融制?とF繊

40125 40/25 全
唖置いヨ〆 機

9 サージ (N0.5) 
ウール 5M面

5212 52/2 4与
ポ'Jエステ11- 50% 

10 サージ (N0.6) ウル l∞%36/2 36/2 ~ 

II ハイサージ
ウル 50%

52/2 52/2 ~ 
ザプロ繍ヱ

コ手，クぇ 50% 帯電防止狐エ

12 ヨf ャ ， < ウル 100%6012 ω(2 ~ ザプロ加工

ちI聡蛙IH-'t軍隊

13 ~ 服 引1- ~T'!. 蝋"' 
~J2 41.1/2 品4

14 
トロピカル ウル 50%

5212 5212 II 
ザプロ加工

(No.I) コ本，クぇ 50% 帯電防止加工

15 
トロピカJし ウ J.... 30% 

40/1 40/1 夏
(No.2) ポIJ .J:. ~jJI- 70% 

瞳恒ピエロン 揖晦

16 防寒 1I匝 ポ1)J'.; ，7 識が2 却1/2 鬼

，ーヨ J 開瞳
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( 61 ) 



15 

10 

純
一
通
過
川
被

~服

5 

トロピカル (No1 ) 

}ロピカ Jレ(向。 2) 

一山一 防火月日

60 (sec) 

時間

図 3- 夏服・



-ーー-・-- サジ

・ーー 特救隊月匝

' 。 10 30 40 60 (seei 

時 間

図4-1 防火服の生地

( 63 ) 



。
20 30 40 50 ，60 (sec) 10 

時

図 4-

( 64 ) 

(OC) 

200 

150 

裏
面
温
度

昭.射的!想。

一-・一ーー
執務服 A 

執務服 B 

サージ (No5 ) 

サージ (No.6 ) 

ハイサージ

ギャパ



裏
面
温
度

("C) 

200 

昭射時間 o -305ec 

150 

100 

111 吋叩明由国 トロピ力 Jし (No.1) 

. ー ー夏服

50 4-11 J/ ー トロピカル (No2 ) 

防実

。 10 (sec) 20 30 40 

時間

図4…変服・防寒織のきた地

( 65 ) 



表 3 執務服の生地の試験結果

表 4 夏服・その他の生地の試験結果

) 夏騒の生地 (2) その他

B[，l(i I " 田 上コこ今 何ピカ凡

久'"え (Nn1) (No 2 ) 

3.1 I 4.3 

3.6 

G おわりに

上段:たて1j/('j

下段:よニ方向

火災現場における活動に際し，身体を熱や炎か

ら保議するためには，防火服のみならずその下に

執務服点えが夜綴の生地についても考慮す

必繋があると 。そのた その生地

の持っている特質を充分に生かし総合的に考える

必要がある。例えば，試験結果を見て理解できる

，機械的な強療を必要としでど余地を考えて

いけば，芳香族ボリアミド繊維をよ体としたものの

また，車品射熱や按炎による加熱・熱伝導に対する

保議効果をより良くするには，繊維の特質も充分

共に金縛由

るふ主かわ

」川今後の

る緯度の!京みそ持たせる

として. うなこと
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が考えられる。

(1) ウール繊維の場合熱特性に良いものがある

が，機械的・強度に対し劣っているので叩芳

香族ボアミド繊維をj込用し.強度

(2) 芳盛校ぷアミ

の生地を. 2層・ 3層にして組み合せ防熱効

果を高める。

(3) 身{本や保;渡し，活動性をより良〈

に，また十枚の部分の保必効果を強化…宇

めに，上衣とズボンに分けたセパレート式に

する。

(4) 防 執務服及

でいを含めよ:トータルアァソンヨンと

え，防火服の一部とし防熱効果. /耐熱効果を

高めより一層の身体保識の強化を図る。

(5) 現域活動の状況にあわ活動性.

を考喜章、iニ人 形体やミ義一村長検討し隊

動内務にあった服装に

等が考えられる。

今後，さらに実験を進め試作を含めて，より良

し、防火服め改幾会目指し押し滋めてゆきたい。
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